
繭絲の色澤の研究

第3報　紫外線が繭絲色澤に及ぼす影響

窪田潤

Jun KUBOTA:- Researches on the colour and lustre of the silk fibre.

(III) Influence of the nltra-violet ray upon the colour 

and lustre of the silk fibre.
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　繭縣の色爆は紫外線により愛化するものであ”6が、i酵に黄色繭紳の裾色は藩しい。この現象

に就て奥11肇士はXanthOPhyllの酸化に依るものであるこミを確めてゐる。紫外線が繭孫の強

力s紳掻に影騨するJiR態に就ては、今日迄に痴くの研究蒋によりよく調語赫れてゐるが、色澤

に蜀する影響に就ては未だ殆曹無い。依つて薯轡は紫外線の色潔に及ぼす影細1を見、斑に難1ん

で色澤の鍵化S弾力及び仲度の礎化Sの關係を調脊したのであるず、本稿に於ては色爆σ）攣化

のみに就て述へtN後者の問題1こ就ては別の機曾に逮くごるこミt’するo

　爾本實鹸に當りrl射量測定資料を貸塑るされし小川助敏授に鍬し悪講∫の意を衷す。

’　　　　　　　　　　　　　　1・試駿材料蛇に實験力泌・

　　　　　　　　　　　　　　A・試　　メ瞼　　材　　料

　昭和ユ2年度本枝庶葦予繭支17號（白色）、支1‘3號（黄色）、駄混6號（黄在工）、歌16號×支16號

（黄色）の4種類につき5粒定粒繰綜により樵縣を製造し、之を第1報に依るカ・法で無臨カード

に巻取つて試鹸材料を調製した。根し支16號は繭騰の表面から112、5m内部に華つた腱力竃歌16

號は表面から562．δmの腱がb叉支17號及び厭16麗x支16號は屑繭展衷頂1がヵ一ドの：ec面に

表はれる様に巻嚢取つ爽o

　　　　　　　　　　　　　　匿3・　測　　定　　方　　法　　　’

　」瀧方法に依り調製した試料カー階1螂1の日の午ilf∫1塒より午後塒迄の11射躍化の

最少の時を利用して日光に曝露し、所要瀞間に藩した跡約4時間噌壌内1：放罎し、後Ostwald

氏のUniver誠1－Photom（｝terを以て光澤競に色調、白難、黒最b色激等σ）漁腱をしナこのである。

而して光澤は正規反射光線鍛ミ1孜射光線量εの霧から光爆魔比婁奨を求め、之に蟹鹸常数Kを

乗じて光澤度維嶽値（％）を求めたのである。本測建に於てKの値は0．0132であった。色調等

に就てはBtocli氏の3色フィルター法を用びた。是等測定法の詳細｝こ就いては，前潜には慧綜

毒畢i雛誌第10巻笛1號の絹繊維及び入絹の光澤に就てを、後者には第10巻笛4號の第1、報を婁…

照されたい。’

　　　　　　　　　　　　　　∬・實　験　結　果

　支17號（白1餐』）、　支16號（黄色）、　匠釈13號（黄色）、　隊IG襲虎×支16塁虎（黄色）　’1こっきffl　il贋1、　白

’量、黒量、色量、色量係数蛇に光澤を測定せる結果は第1表、第2表の如くである。　曾

　翻継離難融　　第・一【・四谷　第一貌　　1942　唖
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　日光曝露は紫外線の他に太腸熱の影響もある故、日光の照射に依り試料は相當轄燥状態を鑑

すミ考へられる。從つて4時間の放置では必ずしも充分のものミは考へられぬc，理想Sしては

璽に麟間放置した後・箆筋献料の吸灘態が一嘘こなつ塒ぞ脚⑲である。之鱒聯の色

灘は吸灘鍛S密接な開係がある故で慶）る。然レ1澱翻藏灘の測定竃な歯爲、侵ii割lljの放駿は即つ

て天候の攣化、從つて大氣澁灘度の大なる鍵化を憂け易い恐れある駕、上詑の如き放麗博間な

探用しナこのである。

　爾第1衷及び第2表は日光曝露時間ミ白量、黒燈、色堂、磁調及び光爆度等εの閉係である

が、上逮の如くva光の照射は快晴のMの午前11時から午後1晴趨φ日射魔の鍵化の最も少い

嚇利肌徽・胱曝蹄寺際廟鋼款艘比例しTasる。自PS第籔の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　　表

日光曝鵬時間　i，r謝鷺（窩・・1／eni2　nihi）　　　　　　・
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　　　　　　　　　　〆　41　25
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　上表の日射彙は物理魔験竃に於て毎日測電してゐたものから弊出したものである。

上駿験結果を見るに・蠣細ま謝簸の塘加に從ひ鰻轍じ課激、韻を勒1し、肉

眼的に漱鰍こ雛嚇桝てくる・然し欄から騒ε、髄から獅に黄色嚇向にrw化
してゐる撤に敵には醐曜イヒより雌識購の騰が張轍ずるもの謬へ軌る。
黄繭綜に於では日射による腿色が藩しく、量的には白鐙の櫓加S色鍛の減少が甚大であるこご

が眼につく。之はX鋼thOPhy工1の酸化が日光照射により盛んに行はれる爲である。然して色

調の攣化観るに識色から髄の方向に郁もO・C、髄か噸色に向ひ、翻ぴ髄に向
ふ傾向のもの等があつて種類により一定ぜぬが1肉眼に嫉白繭綜の場合以上に色調の鰹化より

瞳・醜等の影響が強く映ずるものである・光灘の状態は蝋細こ於ては鴫撒の勲1ε共

に罪規反射光線量は滅少してゐるが、散射光線量には殆忌鍵化なく、黄繭孫に於てはユE規反射
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　響8　　　　　　　　　　　　　　　鑑匿　　　継　　　　駅　　　　雑　　　　誌　　　　　　　　　　　〔禦’｝’匹L巻

：．1ll：は何れの種類も日光曝塀11時厚購ヨ頃に一廻メ曾加し後減少してゐるが、散射光線黛は博間3

共に歪曾加してゐるo叉光濁i度は密接な關係ある正娩反肘光線ミ略々類似の傾向を示してゐるc）

斯の姐く配親反射量、散捌建及び光澤度の礎化の傾向が白繭綜ε黄繭綜ざで異なるのは、含肩

色素に大なる闘係があるのではないかε考へられる。即ち麟1細こ於ては散射光線：1・1二に殆さ鍵

化なきもN縣質の痩化に從つて白量の減少ご色量の増加で光線の1吸牧量増加し光爆を減ずる

が、黄繭綜では初め色素の分解で白簸塒加し、光線の反射51：二を從って光澤を」曾加するがM口射

時間の緯過ε共に縣質の礎化次第に大εなり、散射光線壁を堰して光澤を減ずるのではないか

ご滲へられる。然して光灘が隠間の維泄ε共に不良になるこごは肉眼にも認められfc。　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　Iv．　総　　　　摺　　　1　’

轄瞼に於て’�楓|il】ε日1獺、εは比例し・Cゐる。撫調驕課欄班描：ε色潭σ）鍵化

状態εの闘係を示すものε兇傲すこ霊が出來る。而して本試験がH光il暴露によるもの故、紮外

、線の他に太陽熱の影響も含訳れてゐる諜である。その結薯とに依る凱白繭紐に於’〔は日劇’鍛の

埆加に從つて白量は次第に減少し、黒彙は増加する星∫後1こは減少する館くである。憩1斌も色量

係i激も塀加傾両を示し、色調は玖第に減少を丞す。叉光爆度もi次舞∫に減少傾向を示してゐる｛b

　黄繭綜に於ては臼撫は何れも壌加し、黒麓は実16㌶は次第に減少してゐるが・歌罵號及び

欧16號x支16號は目光曝露隣間5（｝時閥頃趨は増加し後滅少傾向を示してゐる。色澱、色燈

係敷は何れも時間ざ共に減少し、色認削は【歌16撫よ次第に越少してゐるカ㌔支：16號及び鰍憩

號×支16號は初減少畷向を示しtf菱に鱈加傾同を示してゐる◎

　光爆度は白繭綜は1：ヨ射激の塒加に從つて減少してゐるが、黄繭綜に於では口光｝曝欝時閥U

時糊目頃に…旦塘加し後次策に減少してゐるが、この現線は含有色素等に關係するものS響へ

られる。，以上の如き光畢的礎化は繭綜中の含衡物質の鐙化ざ共に、繭締の本質的な痩化に依る

ものであるこざは、他（ゆ張力、紳臓等の災化からも饗易に推察するこ’d；が田來る。
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